
令和８年４月７日（火）J：COMホール八王子にて午前10
時より開催されました。

入学式で新入生を迎えることを心待ちにしていた在校生

がさまざまな役割を

果たしてくれました。

受付でお名前をう

かがい、新入生を会

場の座席まで案内し

ます。先輩たちの声

かけにより新入生の

緊張した表情も和ら

いでいきました。開

式までにはクラスメ

イトと打ち解けた様

子も見られました。

開式後はまず、校長先生から中学と高校の新入生に入学

許可が与えられました。新入生のみなさんの引き締まった

表情が印象的でした。

校長先生からは「学ぶことの意義」についてお話があり、

「世のため、人のためになるように知識・技能を身につけ、

思考力・判断力・表現力を磨いていってほしい」と語られ

ました。

３年生の生徒会長・

西村幸奈さんから新入

生に向けて、「八王子実

践中学校には、勉強だけ

でなく、行事や部活動な

ど、さまざまなことに挑

戦できる環境があります。

三学年合同の宿泊研修旅

行や校外学習では学年の

枠を超えて協力し合い、

仲間との絆を深めること

ができます。もちろん、

日々の学校生活の中でも、

多くの人との出会いを通

して、自分の世界を広げていくことができるはずです。ま

た、高校生と合同でおこなう体育祭や明鏡祭はお互いに力

を合わせて盛り上がります。

最初は慣れないことや戸惑うこともあると思いますが、

そんなときは１人で抱え込まず、先生や先輩に相談してく

ださい。この学校には、皆さんを支えてくれる人がたくさ

んいます。

これから始まる３年間は、あっという間に過ぎていきま

す。その１日１日を大切にしながら、自分らしく成長して

いってください。皆さんの学校生活が、充実した素晴らし

いものになることを心から願っています。」という歓迎の

ことばが贈られました。

新入生代表・佐藤寿咲さん

が歓迎の言葉に答えました。

これから始まる中学校生活で

大切にしたいこととして、

「クラスメイトと協力しな

がら過ごしていくことです。

お互いの個性や得意なとこ

ろを大切にし、自然と助け

合えるような関係を作って

いきたいです。中学校での

学習は小学校に比べて難し

くなると思いますが、わか

らないことがあっても、ク

ラスメイトと一緒に考えた

り教え合ったりすることで、苦手を少しずつ減らし、得意

なことはもっと伸ばしていけたらうれしいです。

そして、勉強だけでなく、部活動や学校行事など、中学
校での新しい体験も楽しみながら挑戦していきたいです。

初めてのことも多いと思いますが、クラスメイトと力を合

わせながら、少しずつ慣れていけたらと思っています。い

つか社会という大きな舞台に立つ日のために、必要な知識

や礼儀をこの三年間でしっかり身につけられるよう、毎日

の学校生活を前向きに過ごしていきます。」と述べました。

最後に、仲間と協力し励まし合って、中学生らしい学校

生活を送っていくことを約束してくれました。

式終了後におこなわれました。

まず、吹奏楽部の演奏に合わせ

て、書道部が新入生に向けての

メッセージを書き上げ、チアリー

ディング部が演技を披露しまし

た。それから、それぞれの部の

代表者が一言ずつ活動紹介をし

ました。そのなかには２年生の

先輩が活躍している姿も見られ

ました。新入生のみなさん、気になる部活はありましたか？

記念撮影のあとには担任の赤塚先生による初めてのホー

ムルームがおこなわれました。いよいよ中学校生活のスター

トです。これからのみなさんの活躍を期待しています。新

しいことに挑戦しつつ、何事も楽しんでいきましょう！
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